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1.禅守ギネとわらしヽ

黒れ勉威`ld、,く緒にL枚 する1■ふこ沖fゥ る孫作作籾として,1ヽ友、天豆の1年 2作体呑

っせと, , 末にウ払, てヽ1 る。

本1本孫子は・| 友ヽが8筋 となる。セこ

る1、友の導全B齢限希につ 1ヽて総対し

2.私 行の的ふ

1)、1・友の施校期が近れるについて、O占午3でのB救 が孜び((出 身には,θ～虚θ
・Cの積革弘

通[的幸とする)・②を台8教 が短縮する。席にとキ報～出稚押の規間が彪鯖する。③d本

前後のと台章9 威ヾウ
°
する.④ 占穂相 ・威憩相がこいる (lo日乾鵜すると占程鋼・成憩対が1

～2日とにう).⑤ 甲長・格長が短くなる.④絶枚下戎ナし、減慎する.〇 品軍夕f仏下する

。晴に、わ紀緒“ねTす る。

2)専 定収をこ濯株するためにぼ.め本抗に幸数4～ 占幸、1株りけつ1～ う本の庄台せて陀

率とTる 。幸枚4幸 とだ保するためにld、出孝後,4)文上の有効積算島れてい的・oこ1お率とする

(b葉 るば25メc)。

3)皮 上の点.●ヽら繰南勉成の11長ヽの宰小屯緒限舟は|。月29日～お日であり、とのだ守こ分.ユ

尾方法博文のとあヽt,るある。

O地 ヤ区分              〇 革たオ広

平均島温 Sを 過灯初日ぃらヒ単して有効平

均名温 (〕セjSk上のあ長)こ 積主し、1切とに

こした日と守谷占孝燦将日とする。

中谷出孝限5日 フヽウ遊野して子幻乳癌 くθそ

蛇ど11疑  炊 上)こ 緒既
じ″,午'θ'C(宇 力 ||クセ)にこ

本・争     し た°日t学 全確絡限舟日と百ら.

と内おに零
Eコ t。月29口

吻 r O  R  2 S  a

4)描 寝をはトリ)じ括で、,【%θぇ、谷白谷名祐て、十θF%先とめやすとするが.ゃ むrtt<地成の申谷

乾緒限舟日こ恕 れた場合13.宰谷蛇祐眼呑ロフヽル!クロ)た`的こめぐィにお程をこ刀%前 後対タロ

す る。

3.お 淳上の留煮、多頬

|)升 二、と地がそ、9 っヽたり括絶家土が采、1と占孝。ヾガ!).凸孝きで日枚う長す(のでお程作

業には十分差鷲・イろこと。

2)曽 商塙P5浄、la応怠基準に従って後嵐可う。

ない友の守乏生産[程保じ、かつ宍組作来ヱと結小て1専

にnでみるに秩した、1。
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3),|、友あとの極確施天豆ほ7月上切祐種でヽわ用中町に広熱郷にこする。ヮ同ヤ句広印 括柱

てヽld病収程度υヾ来ヨくなる。い友メJ取:)と太ユ描程準痛と拷落T卜l」7円5日までには成熱

親にとする、お宰つ寸ある。

4)r醐 摘程は′＼分作」と lヽlbれるくウじi及にとってお程婦13セ字である・緒種音こ指やt

iゴ嘘施でしぃ、1と、1うの吾ぼい(・ 可能な限り道煤朝奇程に冴めること・

4.み た文献、ず料

|)農芸授衛体ふ 4年物価 4 文 口作基本稿 台 ギ

2)B召昇い'斗臓 梅 尊上のみ拷多頬 r系 南地ガにあヽけるn 及ヽ
・矢ュ1年 2作 の体孫化技術」
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